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１ 地球温暖化対策 

目 標 ： 温室効果ガスの削減を図るために省エネルギーを徹底する。 

東京都の「温室効果ガス排出量削減義務と排出量取引制度」により、削減計画期間（２０１０年度から２０１４年度）

における各年度の排出量を、基準排出量 7,785t-CO2/年に対して８％削減しなければなりません。（目標値：年平均

7,163t-CO2）そのため、計画的に省エネルギー等環境関連対策事業を推進しています。 

 

 

 

２ 省資源、廃棄物の抑制 

目 標 1：水使用量の削減に努める。 

  

上下水道 

上水は地下水と水道水を利用しており、通常は地下水が上

水全体の 99％を占めていますが、２０１２年度は、井水揚水

ポンプ改修を行ったため 90.6％となっています。 

節水対策として改修工事で手洗い器の自動水栓や節水型便

器の交換などを実施しています。 

 ２０１２年度は前年度より 2.1 千㎥（1.8％）使用量が減少

しました。 

下水排水量についても２０１２年度は前年度より 3.7 千㎥

（2.9％）減少しています。 
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重油  224 
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170,111(GJ) 

※ 2013 年度、2014 年度の排出量を 7,000t-CO2と想定した場合、2010

年度～2014 年度の５年間の年平均排出量は 7,111t-CO2であり、目標値

7,163t-CO2をクリアすることができます。 

環境配慮の取組状況

温室効果ガス排出量（t-ＣＯ2） 原単位（kg-ＣＯ2）

上水道使用量（ｍ3） 下水道使用量（ｍ3）
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  目  標 ２：省資源で廃棄物を抑制し、リサイクルに努める。 

安全・環境保全室が総括的な廃棄物の一元管理を行い、適正な分別や保管のルールを定めています。 

「可燃」「不燃」「ミックスペーパー」「ペットボトル」「缶類」「ビン類」の分別ボックスを学内に設置し、教職員・

学生に周知徹底しています。 

 

 

目  標 ３：紙類の削減に努める。 

 

ペーパーレス化の取組による、会議資料閲覧システムやプロ

ジェクターの使用により、紙資源の削減を図っています。また

役員会等主要会議における配布資料のペーパーレス化のため、

電子会議システムを２０１０年度から導入しました。これらの

取組等によりコピー用紙の使用量は２００９年度をピークに

穏やかに毎年度削減しています。２０１２年度は 468 千枚

（5.2％）削減しました。 

 

 

 

 

 

 
節電対策キャンペーンポスター 

  空調の設定温度の夏季２８℃、冬季１９℃、空室時や昼休みの消灯など、節電キャンペーンポスターや屋外各所 

に節電の立て看板を設置して呼びかけました。 

  夏季の節電ポスター         冬季の節電ポスター            立て看板 
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図２ 

 

 

 

○キャンパス環境リフォームチーム＜CERT＞の活動 
 学生による授業に関連したプロジェクト活動である「キャンパス環境リフォームチーム（CERT）」が結成され、

自転車の整理、教室の清掃・放置ゴミの撤去などの美化に活躍しています。 

この活動は、大学側からの請負仕事ではなく自主的に考え実行するものですが、スズメバチの駆除について検討・

実施にあたっています。 

 年来問題となっている学内に出没するスズメバチに対して今までこれといった事前

対策が打たれていませんでした。２０１２年の夏にはコミュニケーションパークにある

木の周辺にスズメバチが出没し、学生の安全が脅かされることとなりました。 

 スズメバチの巣を駆除することは危険が伴い、専門的な知識や道具を保有している業

者に依頼をすることが一般的であり、巣を駆除することは駆除技術のない CERT ができ

る対策としては現実的ではないため、スズメバチが巣を作る前にスズメバチを駆除する

方針が取られることとなりました。 

 スズメバチの女王蜂は４月～５月頃に単独で巣を作るために行動をしており、これを

駆除することが出来れば 1 つの巣を丸々駆除できたこととほぼ同じ意味を持ちます。こ

の簡単な仕掛けを学内の数箇所に設置することによって女王蜂を駆除し、夏のスズメバ

チ発生を軽減しようということが本対策の目的です。 

 駆除には図 1の様なスズメバチを駆除する為の簡単な仕掛けである捕獲器を作成し

それを用います。2L のペットボトルを用意し、ペットボトルの側面四方に一辺 2cm の

正方形のしるしを付け、その正方形に Hの形で切り込みを入れ、上部を外側に折り曲げ、

下部を内側に折り曲げます。スズメバチを惹きつける誘引剤として、砂糖 125g, 酢  

100ml, 料理酒 300ml を混合させた液体をペットボトル内部に入れます。図 2に捕獲器

で獲した蜂の写真を掲載します。 

 
 

○ 構内の緑地保全 

２００３年６月から、春・秋の２回、花植え作業が行われています。 

日常の花壇の手入れは、調布市民ボランティアグループ「調布花・はな」の皆さんが

行ってくれており、また、花植え作業には、２００９年度からは、本学と連携協定を

締結している東京都立調布特別支援学校の生徒も参加しています。 

 

 

 

 

 

○ キャンパス美化活動 

定例の活動として、キャンパス美化活動を二度実施

しました（三度実施の予定でしたが、冬（大学入試セ

ンター試験前）は雨天中止）。昨年度までの職員と学

生との協働活動に加え、地域自治体や市民を交えた活

動が始まりました。 

 

 

 

○ 自衛消防訓練審査会入賞 

 本学の自衛消防隊は、２０１２年９月20日に開催した東京消防庁調布消防署主催によ

る、平成２４年度自衛消防訓練審査会において、日頃の訓練成果を発揮して第３位に入

賞しました。 

 

 

 

  

夏のキャンパス美化活動 秋のキャンパス美化活動 

秋の花植え 

図１ 

自衛消防訓練審査会 
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■国立大学法人 電気通信大学  ■〒182-8585  東京都調布市調布ヶ丘 1-5-1 
■教職員 ：    542 名          ■学 生    5,609 名   合 計 ： 6,151 名 

■土  地 ： 115,433 ㎡        ■建物面積     138,978 ㎡ 

教育研究組織（2012 年度） 
■情報理工学部(４学科,１課程)  ■大学院情報理工学研究科(４専攻) 

総合情報学科                  総合情報学専攻                 

情報・通信工学科               情報・通信工学専攻             

知能機械工学科                 知能機械工学専攻               

先進理工学科                   先進理工学専攻              

先端工学基礎課程 

■大学院情報システム学研究科(４専攻) 

情報メディアシステム学専攻 

社会知能情報学専攻 

情報ネットワークシステム学専攻 

情報システム基盤学専攻 

■教育研究センター等 

 

環境保全活動を計画・実施し、環境配慮の対策を行うための推進体制は次のとおりです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

環境報告書の作成にあたって 

● 参考としたガイドライン等 

環境省「環境報告書ガイドライン～持続可能な社会をめざして～（２０１２年版）」２０１２年４月 

環境省「環境報告書の記載事項等の手引き（第２版）」２００７年１１月 

● 対象年度   ２０１２年度（２０１２年４月１日～２０１３年３月３１日） 

● 対象組織範囲   電気通信大学調布キャンパス（学生寮、国際交流会館は除く） 

● 発行日   ２０１３年９月（２０１２年度環境報告書発行日：２０１２年９月、次回発行予定：２０１４年９月） 

● 環境報告書の編集・問い合わせ先 
国立大学法人電気通信大学 安全・環境保全室 

〒182-8585 東京都調布市調布ヶ丘 1-5-1   TEL：042-443-5052 FAX：042-443-5061 

本学に関するお問合せ http://www.uec.ac.jp/inquiry/ 

●環境報告書２０１３本編について 

本編は次のＨＰで公表しています。  http://www.uec.ac.jp/about/publicinfo/eco.html 

監  事 

 
 
・環境方針及び全学的な取り組みの決定 

 

学  長 

経営協議会 
内部監査室 

役 員 会 

教育研究評議会 

 
   室長 ・理事（総務担当） 

 ・環境保全全般に関すること 

   
 本部長 ・理事（研究戦略担当） 

 ・電力対策の基本方針・計画、 

  行動計画の策定・執行 

 

安全・環境保全室  
  本部長 ・学 長 

 ・環境方針及び全学的取組の決定 

エコキャンパス推進本部 節電等対策本部 

    薬品管理部門 
 ・化学薬品の一元管理に関すること 

学 術 院 (教育研究に関わる各組織に教育研究系職員を配置) 

◇ 情報理工学部        ◇ 大学院情報理工学研究科  ◇ 大学院情報システム学研究科 

◇ 全学教育・学生支援機構  ◇ 教育研究支援センター    ◇ 教育研究センター 

◇ 教育研究技師部等 

◇ 学内関連事業者等 

大 学 概 要

環境配慮の推進体制

内部監査室

監     事 学　　　長

役　員　会
・環境方針及び全学的な取り組みの決定

本部長 ・学長

・環境方針及び全学的取組の決定

エコキャンパス推進本部

経　営　協　議　会

教 育 研 究 評 議 会

◇ 学内関連事業者等

本部長 ・理事（研究戦略担当）
・電力対策の基本方針・計画、
行動計画の策定・執行

節電等対策本部
室長 ・理事（総務担当）

・環境保全全般に関すること

安全・環境保全室

薬品管理部門
・化学薬品の一元管理に関すること

学　術　院（教育研究に関わる各組織に教育研究系職員を配置）
◇情報理工学部 ◇大学院情報理工学研究科 ◇大学院情報システム学研究科
◇全学教育学生支援機構 ◇教育研究支援センター ◇教育研究センター
◇教育研究技師部等
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